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1.水循環小委員会での検討の目的

目標①：湿原再生のための望ましい（1980年以前の）地下水位を

保全する。

目標②：釧路川流域の水・物質循環メカニズムを把握し、湿原再生

の各種施策の手法の検討や評価が可能となるようにする。

目標③：湿原や湖沼、河川に流入する水質が良好に保たれるように、

栄養塩や汚濁物質の負荷を抑制する。

水・物質循環系の保全のために達成すべき目標

【課題】流域の土地利用形態の変化などから、水・物質循環の仕組み
が変化し、湿原生態系が変化していると考えられる。

流域の視点で、水・物質循環の仕組みを把握し、健全な状態を
維持・形成していく必要がある。

1-1.水・物質循環系の保全のために達成すべき目標

※上記の目標は、「釧路湿原自然再生全体構想」に示された目標等を踏まえ、

第4回水循環小委員会（H17.6.2）で議論され、設定された目標である。
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1-2.目標達成のための実施内容

1.水循環小委員会での検討の目的

目 標 目標達成のための実施内容

目標①：湿原再生のための
望ましい（1980年以前の）
地下水位を保全

・地下水の流動状況を把握する。

・現状の湿原地下水位を把握する。

・自然の変化の状態を維持していたと考えられ
る以前の地下水位を推定する。

目標②：釧路川流域の水・物
質循環メカニズムを把握

・気象、水文情報を把握する。

・水理地質構造を把握する。

・水収支、水の移動に伴う物質動態を把握する。

・流域の水・物質循環を推定する。

目標達成のための実施手法として、
地下水位シミュレーションが有力な手法の１つ

自然状態を維持していた頃の湿原の状態を推定し、
望ましい地下水位保全のための施策を評価する必要がある。

1-3.地下水位シミュレーションの概要

1.水循環小委員会での検討の目的

シミュレーション
に必要な情報

必要なデータ

地 形
地形デジタルデータ／湿原内の
微地形

水理地質構造
地質構成／帯水層の分布／透水
性／堆積物の土性

気象・水文
気温／蒸発散量／降雨量／河川
水位・流量／湧水量／地下水位
／地下水流動量／地表面粗度

湿原

降雨蒸発散

蒸発散

降雨の
浸透

地下水
流動

湧水

大気層

地表層

地下
降雨

地下水の流れ

上流から見た
断面を模式化

【シミュレーションの目的】

•流域内の水の流動状況の推定

•地下水位分布、降雨後の水位
変動状況の推定

過去及び将来の
地下水位の推定

地下水位分布
降雨と地下水位変動の関係

帯水層分布、透水性把握
地下水流動量調査.

調査で取得し
た地形、地質
等の情報に基
づき計算格子
を作成

各種施策の評価、
新たな施策の
検討・立案
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1-4.負荷抑制のための施策

目標の①と②で把握された水循環メカニズム

調査で把握された土砂や栄養塩類の負荷量

目 標 目標達成のための実施内容

目標③：栄養塩や汚
濁物質の負荷を抑制

・家畜ふん尿対策や下水道整備などによる負荷
の軽減を図る

・裸地の森林化などによる土砂流入・栄養塩類
の軽減を図る

・土砂調整地・緩衝帯などによる土砂流入・栄
養塩類の軽減を図る

（以上の対策は、一部で実施されている）

1.水循環小委員会での検討の目的

目標達成のために

水・物質循環メカニズムの把握
各施策へのフィードバック・各対策の効果検証

1-5.水循環小委員会の検討成果の活用方法

1.水循環小委員会での検討の目的

1980年以前および将来の湿原地下水位を推定
するためのシミュレーションモデルの構築

【シミュレーション結果の利用】

①1980年以前の湿原地下水位の推定

⇒1980年以前と現在の地下水位と湿原植生の

対比、植生変化の原因分析

②流域の水・物質循環メカニズムの把握

⇒1980年以前と現在の水・物質循環の対比、

物質削減目標の設定

上の①と②を踏まえた湿原保全のための施策
の立案、各小委員会へのフィードバック

水循環小委員会茅沼地区の旧川復元

旧川復元後の地下水位の予測

モニタリング結果を踏まえた計画の見直し（必要に応

じて）、地下水位の将来予測、植生変化原因の分析

久著呂川の土砂流入対策

・湿原流入部の地下水位の予測
・土砂流入対策後の流域の物質循環の予測

モニタリング結果を踏まえた計画の見直し（必要

に応じて）、地下水位と物質循環の将来予測、植
生変化原因の分析

幌呂地区、広里地区の湿原再生

湿原再生後の地下水位の予測

モニタリング結果を踏まえた計画の見直し（必要に応

じて）、地下水位の将来予測、植生変化原因の分析

流域における各種施策実施後の湿原地下水位
および水・物質循環の予測
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